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人と人とのつながりを大切に
山口県・下松市立久保小学校・６年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たけち),武智)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はるか),春香)
　これは、夏休み祖母の家に行っていた時の出来事です。
　「その後の体調はいかがですか。暑い時だから無理しないで下さいね。また困ったことがあれば、いつでも言って下さいね。」
祖母が電話を切ろうとしたその時、電話の相手のお年寄りが、その電話をなかなか切ることはなく、話しの続きの内容を、私は祖母の横にすわりずっと聞いていました。
　そのお年寄りは、日にちと曜日が分からなくてゴミ出しができなくなり、重たいゴミはひざが悪いから出せなくなったから家の中にゴミがたくさんあることを、祖母にお話ししていました。それを聞いた祖母は、
　「今から、すぐお家に行きますよ。心配しないで、大丈夫だから。後でゆっくりお話ししましょうね。」
と祖母は電話を切るとすぐにそのお年寄りの家にかけつけました。
　私の祖母は地いきの民生委員をしています。一人暮らしのお年寄りの家に訪問して、どんなことに困っているのかを話しを聞いています。そして、市役所や警察署などに連絡をして、どうしたらいいのかを聞いたり、いっしょに相談をしに行くこともあるそうです。
　困っている時に、近くに相談にのってくれる人がいること、困っていることを解決できる人とのつなぎ役をする祖母。人と人がつながりを持って生活することができて、その中に、祖母のような相談相手になる人が身近にいることで、地いきのお年寄りは安心して生活を送れると思いました。
　毎日のように、テレビや新聞で見る悲しいニュースがあります。例えば、インターネットを通して悪口を言いふらして他人を傷つけること、新型コロナウイルス感染者への差別、子どもやお年寄りのぎゃくたい、いじめ、あおり運転、薬物乱用などの事件があります。
　こんなにたくさんある悲しいニュースが、どうやったら減っていくことができるのかをこのお年寄りと、相談相手になっている祖母のことをヒントに考えました。
　家族や学校の先生、そして友達や、地域の人と、それぞれにつながりを持ち、相談し合える社会になれたら、悲しニュースがなくなって「明るい社会」になると思いました。一人で考えず、相談することで、心が楽になったり、気づくことができたり、反対に相手の力になることもできると思います。
　今の私に何か出来ることはないだろうか。
　私の住んでいる久保地いきでは、小さい頃から地いきの人たちに大切に見守られているおかげで私たちは安心して成長していくことができています。
　「おはようございます。」
　「元気だね。今日も行ってらっしゃい。」
　「今日は元気がないけどどうしたん。」
　「暑いね。しっかり水分とるんよ。」
　「寒いけど、かぜひかんことよ。」
朝、通学路の交通量の多い交差点では、毎日地いきの見守り隊の方が交通立しょうをしてくださいます。
　まるで、もう一つの家族のように。
　あいさつの言葉に必ず一言そえて、私たちの体調を気づかった言葉や、おもしろいことを言っていっしょに笑ったり。時には私たちのことを思い注意してくださったり、はげましの言葉をかけてくださったりもします。
　だから、私たちは、朝からとても明るい気持ちで学校へ登校することができます。
　新型コロナウイルスが流行する前は、地域の行事や活動もたくさんありました。夏のさんさ踊りのお祭りや、そうめん流し、ウォークラリーや、公民館祭り。そして、どんど焼きや、お米作り。
　地いきの方々と行事や活動を通して、ただ楽しんで喜ぶだけではなく、たくさんお話をして交流することで、地いきの方々に目に見えないところでいっぱい支えてもらっていることに気づき、心が温かく感じる事を実感しています。
　このように、人と人とのつながりを大切にしている地いきは、きっと犯罪や事件がない「明るい地いき」になり、やがてこの輪が地いきから社会に広がり「明るい社会」になっていくと思います。
　まだ、子どもの私たちができることは限られていると思うけれど、地いきとのつながりを大切にするために、気持ちのこもったあいさつをすることと、地いきの行事に積極的に参加して、子どもでも地いきの一員として、地いきの方々とのつながりを大切にしていきたいと思いました。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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